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1型糖尿病は、多くは小児期に発症します。心疾患や脳血管障害のみ
ならず、糖尿病性腎症から透析治療が必要となる患者さんも少なく
ありません。
膵臓からインスリン産生細胞を含む膵島を分離・移植する膵島移植は
糖尿病に対する新規治療戦略であり、本邦では2020年に保険収載
されました。北海道大学病院は、膵島分離移植認定施設として、今後
北海道の患者さんへ膵島移植を提供することになりますが、膵島移植の
発展のためには、小児科医、糖尿病内科医や移植免疫学の知識を有する
外科医を含む多職種合同による膵島移植チームが必要です。
膵島移植の歴史と現状、膵島移植を通して糖尿病根治を目指す我々の
取り組み、さらに今後の展望について発表いたします。

◎ 小児科医局 内5954  

◎ e-mail： secretary-ped@med.hokudai.ac.jp  

パソコンでの参加用URLをご希望の方は、下記アドレスにご連絡ください

第3講堂 および Zoom →

ご興味のある方は どなたでもお気軽にご参加ください！

(北大医学部臨床講義棟)

第186回 北大小児科 特別集談会

北海道大学大学院 医学研究院
消化器外科Ⅰ 特任講師

渡辺 正明 先生

※Web参加の方は、Zoomミーティングにご登録の上お入りください

『1型糖尿病に対する膵島移植
糖尿病の根治を目指して』
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